
３．地域への普及方針等

普 及 方 針
運輸部門の低炭素化に向けて、本事業で得られたエネルギー使用量、CO２排出量、走行データ等を把握することで、本市の低炭素都市へ向けた方

向性の検討や目標設定等に活かしていくとともに、超小型モビリティを活用した新たなビジネスモデル構築への支援、市内の狭小路地における利便性
ＰＲやレンタカーへの試験運用等を通じて普及を促進する。

副 次 的 効 果
①点在している歴史文化資源を活用した周遊性の確保による地域の活性化。
②細街路が多い地域における効率的な小口配達や訪問介護等のサービス提供や車両維持費等の経費を削減するなどによる企業の活性化。

グリーンプラン・パートナーシップ事業（１号事業） 概要説明

２．事業内容

事 業 名 称

導 入 設 備
超小型モビリティ（コムス）２０台

2 6年度補助金
交 付 希 望 額 １１，５８４，０００円 実施予定期間 平成２６年度（単年度）

事業実施後の
CO2削減効果（見込）

１．９t-CO2／年

事 業 内 容

１．事業概要

実 施 主 体 津山市 実 施 場 所 津山市内

共 同 実 施 者 － 推 薦 者 －

津山市超小型モビリティ導入実証事業

津山市は、豊かな自然環境を後世に伝えるため『低炭素都市つやま』
を目指すとともに、観光資源の活用や新たな産業の創出を目指した取り
組みを行っている。

超小型モビリティの導入効果

CO2の削減

観光･地域
振興

介護サービス
事業への活用

新たな
市場創出

コムス/トヨタ車体(株)

家庭用電源で
充電可能

6時間の充電
で約50kmの
走行が可能

可能

超小型モビリティを２０台導入し、次世代交通の実現に向けた先駆的
なプロジェクトとして、公共施設、福祉施設、商業施設、学校機関、商店
街、金融機関等へ導入を行う。

市役所

学校機関

福祉施設

商店街

商業施設

地元
金融機関

官民協働で
環境に優しい
交通手段の展開
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